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研究成果の概要（和文）： 
冷戦後の世界において、多くの人びとは我々の政治理論・社会理論が動揺する世界秩序を把

握する言葉や構想を持ちえていないことを感じているという現状認識のもとに、近代政治理論
における政治主体の基本用語の可能性と限界を追求した。「人間、国民、市民」（ヒューマニテ
ィ、ナショナリティ、シティズンシップ）という基幹的主体用語を中心に、「市民社会、ナショ
ナリズム、グローバリズム」という三つの政治思想との関連において、その妥当性を検証し、
既存概念の限界を指摘すると同時に、それらに代わる政治主体の可能性を検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 After the end of the cold war, many of the people feel that the political theories and social 
theories we have now could not grasp the unstable world we live in. This project attempted 
to scrutinize three fundamental concepts, that is, humanity, nationality, and citizenship, in 
relation to three political ideology, civil society, nationalism and globalism. We have clarify 
intrinsic limits of those categories and suggested several possibilities of new concepts. 
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１．研究開始当初の背景 
２０世紀末、冷戦後の世界において、多く

の人びとが感じている世界秩序の安定感の喪
失は、我々の政治理論・社会理論が動揺する
世界秩序を把握する言葉や構想を持ちえてい
ないことに対応している。このような現状認
識をもとに、本研究の前段階として行われた
「政治理論のパラダイム転換」を課題とする

共同研究企画を発展的に展開するものとして、
特に政治主体に焦点を当てて研究するために、
本研究プロジェクトは開始された。 

 
 

２．研究の目的 
本研究の全体的構想は、上記の研究状況を

前提として、特に、近代政治理論において継
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承された政治主体の基本用語の可能性と限界
を追求し、我々の状況を把握し切り開く新し
い言葉を構築することを目的とした。 

 
 

３．研究の方法 
上記の目的を追求するために、具体的には、

第一に、「人間、国民、市民」（ヒューマニテ
ィ、ナショナリティ、シティズンシップ）と
いう基幹的主体用語を中心に、これらの主体
用語を、「市民社会、ナショナリズム、グロー
バリズム」という三つの政治思想との関連に
おいて取り上げること、及び第二に、政治理
論のレリヴァンスに注意を払い、理論的革新
とともに、今を生きる人びとの苦しみや惑い
に答える政治理論の可能性の探求を行うこと、
を目指した。 
このために、これらのキーワーズを常に意

識しつつも、１、研究参加者の幅を、アリス
トテレス研究者から環境政治理論の研究者に
至るまで幅広く得ようとした。２、理論研究
にとって最も基本的な方法である文献研究を
重視した。３、理論研究者が陥りがちな社会
的現実との乖離に対処するための「現場」へ
の視察・聞き取りを行った（大阪市釜ヶ崎地
区、静岡県浜松市、東北大震災被災地）。そし
て、４、合宿を行いゲストを招き相互の報告
を行い濃密な討論を行った。さらに、５、日
本政治学会でのセッションの形成などによっ
て広く公開の討論の場を持った。 
  
 
４．研究成果 
 13 人の共同研究であり、その範囲は広範囲
に渡っている。研究分担者の著書、論文合計
は、優に 100 本を超えており、これらの諸著
作全体の研究成果を単純にまとめることは到
底不可能である。 
 とはいえ、いくつかの基本的な軸にそって
これらの研究成果をまとめることができるだ
ろう。 
 第一に、国民概念やそれを支えるナショナ
リズム、さらには様々な形でのコミュニティ
とそれに伴う集団的アイデンティティの問題、
さらには人間の共同性をどのように政治主体
の問題として表現していくか、という議論が
ある。 
 この議論は、もちろん、単純で無自覚的な
ナショナリズムや近代における諸個人のもつ
個的な主体性を正面から否定して集団への没
入を称揚するような政治主体像を提起するこ
とではない。新自由主義のような市場の礼賛
に対して、たとえば、いわゆるリベラル・ナ
ショナリズムの評価を巡って、また市場や個
人主義的な人権概念の限界に関わるコミュニ
タリアニズムの政治思想史的意義をめぐって、
議 論 が 深 め ら れ て き た 。 そ こ で は 、

compassion やパトリア、共通善など、様々
な形での理論的遺産の発掘も行われてきた。 
 第二に、他方では、市民概念やそれを支え
る市民社会論を巡る議論から、日本における
新しい非営利団体の法制改革も踏まえ、どの
ように国家が表現するような公共性論の在り
方を位置づけることができるか、という論点
や、プライバタイゼーション（私化）からさ
らには「弧化」と言ってもよい人の結びつき
の希薄化の可能性とどのように向き合うこと
ができるか、について、様々な実践を踏まえ
て、議論を深めてきた。そこでは、「大衆社会」
論との緊張関係のなかでのかつての理論創造
の営み、民主的政治主体の形成の営みの検証
や、古代ギリシャに至るまでの市民概念の歴
史的再検討などによって、新しい可能性を見
出そうと試みられてきた。 
 これらの営みは、さらにアリストテレスの
理論の読みかえしなど、従来の政治思想の基
本的前提となっている知的遺産を再構築する
必要性も提示することになった。 
 第三に、さらに、フェミニズム、エコロジ
ーなど、従来の解釈に基づく近代的な問題設
定を超える問題の磁場のなかでの政治主体の
追及に関する議論もなされてきた。 
 明らかに、これらの問題群が、一方では近
代資本主義社会の爆発的な生産力の解放のも
とで地球的規模での破壊を可能にする力を手
にした人類的課題の意識化によって、他方で
は、文化的「生物学」的な属性を対象化する
批判的探求が性という人間の基本的なアイデ
ンティティフィケーションの水準での意味を
問い直す営みによって、政治思想の新しい地
平を切り開いていることを確認した。さらに、
そのうえで、特にエコロジーの視点からはど
のような形でこの問題を担う政治主体が形成
可能かについても議論がなされてきた。 
 以上のような理論的検討の様々な試みは、
下に挙げるような各自の研究業績の産出や共
同研究の成果としての報告書の作成などの形
で、公表されている。 
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